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学会通信第4号をお届けいたします。

411以来 1年余になりました。皆さまのご感想

は如何てサ功、いろいろ工夫しているつもりで

すが、少人数の智恵には限界がありますЪ衆知

を集めて向上をはかりたいと思います。どしど

しご提案をくださしヽ 皆さまのご意見の発表、

活動状況を周知させる場でもありますのでご利

用ください。

学会も例会・研修会・研究会などの部門で少

しずつ成果をあげつつあると思つています。

今期は新入会の有カメンバーも増えつつあり

ますが、一方で主要なメンバーも失いました。

8月研修会の直前の上浪会員につづき、11月

例会直前に学会発足以来の有カメンバーであら

れた顧間の伊藤亘行会員が 11月 10日突然逝

去されました。痛恨の極みであり、会員一同で

謹んで感謝と衷障の意を捧げたいと思いま丸

11月 25日 は恒例のコンサートが、宮原、

川村両理事のご尽力で盛大に行われ、ベテラン

と新鋭の華麗な競演でした。オッカー先生も遠

路ご参加いただき、開会を飾る格調高い演奏は

悼尾を締めくくつた宮原会員の名演と共にコン

サートの起承転結を見事にまとめられましれ

(1)各委員会活動では、教育部門が永井委員

を中心に最も積極的に動いております。これま

であまりにも未開拓の分野だけにすることが多

すぎて、何から手をつけてよいか迷うほどです。

この分野は地域も階層も広汎にわたるため、か

なりの労力と時間が力功 りヽますが、着実に一歩

ずつ成果を積み重ねていきたいと念じています。

皆さまのご意見ご協力を切にお願いいたします。

8月の研修会で講師に来られた上越教育大学

のガリ|1助教授も学会に入会され、今後強力な戦

力になつていただけます。先日、教育部門の委

員会にお招きして集会を持ちました。興味ある

話題が続出し、委員会だけではもつたいないこ

となので来る3月 の研究会にオープンの討論会

を企画しました。ご意見、ご興味のおありの方

はどうぞご参加ください (詳細は本号3頁10.

教育部門の動向につきましては、学会誌31号

に詳しく掲載予定です。

なお、8月 の夏季研修会の中で世界主要国で

の「発声教育」の実態を、それぞれの国の事晴

に詳しい方に講演していただき、討論時間を加

えた上でこれからの日本での教育がどうあるベ

きかの検討資料にしたいと考えています。

(2)用語委員会も3回開かれ、討議を重ねて

います。その一部を理事会に諮つた後、学会誌

31号でお知らせいたします。これも会員の皆

さまのご意見もかなりあろうかと思いますので、

検討の上で決めたいと思いますЭ

いつものお願いですが、会員の皆さまの例会

での研究発表、学会誌へのご投稿、学会へのご

意見を期待しております。

0)→ウオゴ54動争つ絆

1、 総会・ 5月例会  5月 25日 (日 )

於東京芸術大学

2、 夏季研修会 8月 18・ 19日

於日本福音ルーテル東京教会

講師 ハイルマンほか

3、 11月例会 11月 30日 (予0
於東京芸術大学

翻 廠 ―公開レッスンとお話―

講師 松本美和子



【Q&A】
ドクターからの健康メモ

儒謝臓 をとる?と らない ?》

外来診療で歌手の方々から時々「私は扁桃炎

の増悪を繰り返すのですが、手術すべきでしょ

う力可 という質問を受けます。

日蓋扁桃 (俗硼 帥 はリノ'源の一種で、
正常に機能すれば外部から回の中に入つてくる

雑菌の感染を防御してくれる役割をしています。

ところが炎症を反覆しているうちに扁桃内部に

菌の病巣を残してしまうことがあります。そう

なると体力が弱つたり、ちょつと風邪をひいた

りすると、その菌が急に活動を再発し、発熱や

全身症状をおこすひきがねになりますもあるい

は病巣内の菌 (溶連菌)が血液中に溶け込んで

全身に散らばり、いろいろな組織 (腎艤、関節

その他)にイ寸着して、そこで発病する危険を持
っています。

私たち専門医はその対応の仕方として、手術

の目安として次の 3′点を参考にしま九

①扁桃の大きさ:大きさだけの規準としては

両側の日蓋扁桃が中央で接着するほどのもの

1/1蜆では時々ありまう 。呼吸や摂食に支障が

ある場合以外は手術の対象にはしません。

②急陛増悪の頻度 :年に2～ 3日程度なら問

題ありません。 1～ 2ヶ月に 1日程になると仕
事 (試験や演奏)に支障がおきますから、T応

検討する必要があります。

③扁桃の大きさ、頻度に問題がなくても、全

身のどこ力1こ内科的な異常があり、扁桃との関

連が考えられる場合 (たとえば原因不明の微熱、

尿に蛋白、関節痛その0、 つまり扁桃内の菌が

血行性に影響していると考えられる場合は、手

術の適応になります。この場合は内科的に血液、

尿の検査で簡単にチェックできます (ただし、

急性増悪時でなく、平常の時でないと参考にな

りません)。

30歳過ぎて扁桃摘出術を受けた歌手はかな

りおります (たとえばフィッシャーディスカウ

など)。信頼できる医師の執刀なら声への′L洒己は

ほとんどありません。 (FY)

書マーヴィン・ケンジー教授特別講座暑

4月 7日 (月 )日本福音ルーテルJ紅京絵
・ 10:00～ 12:00 講義
ヴォコロジー い 野 音声生理学と

発声法)について
。13:00～ 18:00 個人レッスン
〔参加費〕聴講 (午前 。午後)各 2,OCICl円

(終日)

個人レッスン

3,000円

18,000円

1時間。30分も可 19,ulo円 )。 伴奏各自鴎

(4月 8日 は、個人レッスンをお願いしています。

午前は山田宅、午後IJII比 希望者多数の場合
は、男J日 もつ

書合唱クリニック書

4月 10日 (木)19:00～ 21:00
指導 マーヴィン・ケンジー教授
。東京バプテスト教会 (渋谷区鉢山9-2)
劾 日費〕 1,000円

他に楽譜実費 300円

当日、直接会場へお出でくださしヽ

※上記 2件のお問合わせは、山田実まQ
¶I]L.03‐3726‐1439
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〔支部だより〕

◇長野支部 第52回例会
。と き 3月 21日 (金・初  13:00～ 16:30
。ところ 長野市三輪公民館
・内 容  「歌のうたい方」  池田 京子

「太極拳と呼吸」  北村きみよ

◇関西支部 2003年度総会および第 29回例会
。と き 4月 20日 (日 ) 9:30～ 16:10
。ところ 相愛学園本町学舎
。内 容 スィンギング フォルマント     藤本 暢也

ファルセットから実音への訪1練法   中條 博之
ヴォイストレーニング        脚 |1 味知
演奏とお話             廣崎あけみ。田中 勉

研究会開催のお知らせ

下記により研究会を開催いたしますので、皆さまお誘いあわせのうえ、どうぞご出席くださるよ

うご案内いたします。

。と き 3月 30日 (日 )午後 2時～ 4時 30分 (開場 1時 40分 )
。ところ 東京文化会館 4階中会議室  (JR上野駅下車「公園口」改札口を出て目の前の建物)
。テーマ わが国とアメリカにおける音楽科教員養成カリキュラムの比較
・講 師 小川昌文 (上越教育大学助教授、本学会会員)
。受講料 正会員 2,000円 、その他一般 2,500円 (当 日納入)
・定 員 40名 (先着瞑)
・申込方法 ハガキまたはWⅨ .でお名前と連絡先のTEL.WⅨ.を明記して下記の事務局まで。

3月 27日 (水)締め切り。
なお、締め切り後も定員に余裕があるときは受け付けます。

。お問合わせ 〒275‐ 0005習志野市新栄 2-9-2 西村暁子方
日本声楽発声学会事務局 TEL.朧 .047‐ 479‐ 5701

〔小川昌文先生プロフィール〕

上越教育大学助教授b音楽教育学博士 (イ ンディアナ大学)。 高松第一高校を経て、東京芸術大学
声楽科卒業、同大学院音楽研究科音楽教育専攻修了。インディアナ大学音楽学部博士課程音楽教育

専攻修了。専門分野 :音楽教育学、合唱。研究テーマ :(D音楽教育の哲学的研究―プラクシスによ

る音楽教育の臨 ω音楽教員養成―教員養成の国際比較、音楽の学びの成丸 ③合唱と音楽教育

の関連一理念と実践。



書会員からの手紙書

拝啓 先日の学会 (第 75回 11月例会)に参
カロし、思いを新たにしましたので、お願いを兼

ねてお便りさせていただきま九

春の学会から随分経つてはいますが、あの日の

(5月 26日 )ウーヴェ。ハイ/1/Vン、中村智
子夫妻のレッスンと演奏には非常に深い感銘を

受けました。

今日まで何度か公開レッスン・演奏を聴講して

参りましたが、過去にコレほど内容の濃いもの

はなく、終始集中力の途切れることはありませ

んでした。特にハイルマン氏のレッスンは氏の

音楽に対する真摯な姿勢と知識、そして温かな

人柄もあつて音楽に携わる歓びを実感させてく

れるひと時でした。

改めて人を導く姿勢や方法・資質について深く

考えさせられた次第です。ぜひ、ハイルマン夫

妻の再度の招聘をお願いいたしますL 敬具
12月 16日 lS氏 )

OZ勁ゴル甥畿← 5月夕燿潮協鰤の渤 らせ

5月例会・総会を下記により開催いたしま丸

会員の皆さまはもとよりお知り合いの方や生徒

さんをお誘いの上、ご出席ください。

1、 と き 5月 25日 (日 )
10:00～ 16:45

2、 ところ 東京芸術大学音楽学部
3、 プログラム

ヘ 研究発表 河合孝夫・米山文明
和田みのり。上原隆二

B, 総会
C,特別議 講師今敵 子 帳 Q
D, フリートーキング
E, 現役声楽家の演奏とお話

ソプラノ 鮫島有美子

〔会員だより〕 書演奏会暑

◇ヴィクトリア ファミリー コンサート
。と き 2003年 4月 11日 にい
。ところ 神奈川県立音楽堂
・出 演 指揮 り|1上勝功

演奏 ヴィクトリア・コンソート

・チケット 2,000円 (釦常自由)

長年にわたり川上先生にご指導いただいておりま

す5つの合唱団による「還暦お祝い」のコンサートで

すЬ本学会会員、関係の方も多数出演いたします。

(※連絡先 045‐431‐3358 千坂豊子)

◇国語日本語によるマタイ受難曲 蜘
。と き 4月 18日 (聖金曜日)午後 7時
。ところ 日本福音ルーテル東京教会 (無料)
・出 演 牧野成史 (エヴァングリスト)

北村哲朗 (イエス)

幸田直代 (ソプラノ)

高橋真理 (アルト)他
翻訳、編曲、指揮 山田 実

〔事務局より〕

◎Q8rA欄を新設しました。医療問題に限らず、

どしどし質問をお寄せくださいc

◎平成 15年 11月例会「研究発表」募集中 !

「研究発表規定」によりお申し込みくださしヽ

締め切りは5月 25日 (日 )5月 例会当日ですЭ
◎会員の皆さまからの「学会通信」への投稿を

お待ちしております は での匿名⊃ 。第 5号
の原稿締め切りは9月末日、事務局必着です。

近況報告 (演奏会、研究会 etc.)や出版、CD制
作等、日ごろの活動の様子などお寄せください。

(事務局長 り|1劇貌劾
学会通信 第 4号

羽我15年 3月 15日発行

日本声楽発声学会事務局

〒2%‐∞∞ 習志野市新栄2-9-2 西村暁子方
璽 Lは 0474り 5η l E―mバl ja誕屋には Ille"


